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第三者割当による行使価額修正条項付第20回新株予約権の発行条件等の 

決定に関するお知らせ 

 

当社は、2025年１月８日（以下「発行決議日」といいます。）付の取締役会決議に基づく第

三者割当による第20回新株予約権（以下「本新株予約権」といいます。）の発行に関し、2025

年１月10日（以下「条件決定日」といいます。）付の取締役会において発行条件等を決議いた

しましたので、2025年１月８日に公表した本新株予約権の発行に関し、未確定でありました情

報につき、お知らせいたします。 

なお、本新株予約権の発行に関する詳細は、2025年１月８日付当社プレスリリース「第三者

割当による行使価額修正条項付第20回新株予約権及び無担保社債（私募債）の発行に関するお

知らせ」（以下「発行決議時プレスリリース」といいます。）をご参照ください。 

 

１. 決定された発行条件の概要 

当社は、本日、下記の表に記載の各条件につき決議するとともに、これらの条件を含め、別

紙として添付されている本新株予約権の発行要項記載の内容で本新株予約権を発行すること

を決議しております。 

（１） 発行価額 総額 26,158,000 円（本新株予約権１個当たり 220 円） 

（２） 資金調達の額 1,857,218,000 円（差引手取概算額：1,849,218,000 円）

（注） 

（内訳）新株予約権発行による調達額：26,158,000 円 

新株予約権行使による調達額：1,831,060,000 円 

（注） 本新株予約権に係る資金調達の額は、本新株予約権の発行価額の総額に、当初行

使価額（154円）に基づき全ての本新株予約権が行使されたと仮定して算出した本

新株予約権の行使に際して出資される財産の価額の総額を合算した額です。ま

た、差引手取概算額は、当該資金調達の額から、本新株予約権の発行に係る諸費

用の概算額（8,000,000円）を差し引いた金額です。行使価額が修正又は調整され

た場合には、当該資金調達の額は変動いたします。 

 

２. 調達する資金の額、使途及び支出予定時期 

（１）調達する資金の額 

払込金額の総額（円） 発行諸費用の概算額（円） 差引手取概算額（円） 

1,857,218,000 8,000,000 1,849,218,000 

（注） １. 払込金額の総額は、本新株予約権の発行価額の総額（26,158,000円）及び

本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額の合計額

（1,831,060,000円）を合算した金額であります。 

 ２. 発行諸費用の概算額には、消費税等は含まれておりません。 

 ３. 払込金額の総額の算定に関して用いた本新株予約権の行使に際して出資さ

れる財産の価額の合計額は、全ての本新株予約権が当初行使価額で行使さ

れた場合の金額であり、行使価額が修正又は調整された場合には、本新株

予約権の払込金額の総額及び差引手取概算額は増加又は減少する可能性が

あります。また、本新株予約権の行使期間内に行使が行われない場合又は

当社が本新株予約権を消却した場合には、払込金額の総額及び差引手取概
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算額は減少する可能性があります。 

 ４. 発行諸費用の概算額は、弁護士費用、価額算定費用、信託銀行費用等の合

計額であります。 

 

（２）調達する資金の具体的な使途 

上記差引手取概算額1,849百万円については、新規大型モバイルオンラインゲーム及び新規カ

ジュアルゲームの企画・開発・運営費用に充当する予定であり、具体的な使途及び支出予定時期

につきましては、以下のとおりです。 

具体的な使途 金額 

（百万円） 

支出予定時期 

新規大型モバイルオンラインゲーム及び

新規カジュアルゲームの企画・開発・運

営費用 

1,849 2025 年１月～2027 年１月 

合計 1,849 ― 

（注） １. 本新株予約権の行使により調達された資金のうち、1,000百万円について

は、一次的には本社債の償還資金として充当される予定です。もっとも、当

該社債の発行により調達された資金は上記の使途に充当される予定です。本

社債の詳細については、発行決議時プレスリリースの「２．募集の目的及び

理由 （２）資金調達方法の概要及び選択理由 <本社債の概要>」をご参

照下さい。 

 ２. 当社は本新株予約権の払込みにより調達した資金を上記の資金使途に充当す

るまでの間、当該資金は銀行預金にて安定的な資金管理を図る予定でありま

す。 

 ３. 支出予定時期までの期間中に、本新株予約権の行使により十分な資金が調達

できなかった場合には、手元資金により必要資金を充当する予定です。 

 

当社グループは、現在、既存タイトルの安定運用による収益基盤の確保に加え、新規の大型

タイトル３本をリリースすることで、確実な業績の回復及び中期経営計画（2023年２月13日公

表）の目標として、2025年以降での売上高400億円、営業利益100億円の達成を目指しており

ます。計画達成においては、大型タイトル３本を確実にヒットに繋げていくことが非常に重要

となります。 

１本目のElectronic Arts Inc.（グローバル本社：カリフォルニア州レッドウッドシティ、

CEO：アンドリュー・ウィルソン）との共同事業であるサッカーシミュレーションゲーム

『EA SPORTS FC™ TACTICAL』は、現在、一部の地域でテストローンチしており、2025年

の正式リリースに向けて最終調整を行っております。世界トップクラスのゲーム企業である同

社と当社のスポーツシミュレーションゲームのエンジンを活用したタイトルであり、両社のシ

ナジーを発揮した、当社にとって過去最大級の収益のアップサイドが狙えるプロジェクトとな

っております。 

２本目の共同事業先の大手ゲーム企業と取り組んでいるプロジェクト（タイトル未発表）に

つきましては、日本を代表する有名なIPを用いており、非常に期待が持てるゲームと考えてお

ります。こちらにつきましては、できるだけ早い段階で詳細を発表できるよう調整を進めてま

いります。 

３本目のTVアニメ『僕のヒーローアカデミア』シリーズのゲーム開発についても、鋭意開発

に取り組んでおります。同IPについても、TVアニメ化の他、アニメ映画化もされており、世界

中で高い人気を誇る作品であることから、収益のポテンシャルを期待しております。 

また、これらのタイトルは、いずれも非常に多くのファンを有するIPを用いており、当社が

掲げる中期経営計画の目標である売上高400億円、営業利益100億円への到達の実現に大きく寄

与するタイトルになりえると期待しております。詳細の情報については順次開示してまいりま

す。 

さらに、タイトルポートフォリオの見直しを検討する中で、当社グループがこれまでメイン

で開発してきた従来型のモバイルオンラインゲームと比べ、短期間かつ低コストでの開発が可

能なカジュアルゲームについても複数本取り組む方針です。なかでも、ハイブリッドカジュア
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ルゲームは、広告視聴を主なマネタイズとする従来のカジュアルゲームにアイテム課金の仕組

みや運営要素が加わったもので、当社が培ってきた強みが活かせる領域であり、これまでより

もローリスクで大きく収益を伸ばす余地があると考えております。 

よって、今般調達する資金1,849百万円は、上記大型タイトル３本及びカジュアルゲームの開

発費用に充当する方針であります。 

なお、当社が、2024 年４月に発行決議した第 19 回新株予約権の発行による資金調達に関す

る現在までの充当状況等については、下表のとおりです。 

具体的な使途 
充当予定額

(百万円) 

充当済額

（百万円） 
支出時期 

新規大型モバイルオンラインゲ

ーム及び新規カジュアルゲーム

の企画・開発・運営費用 

2,932 1,528 2024 年４月～2024 年 12 月 

合計 2,932 1,528 ― 

（注）第19回新株予約権については、2024年12月までに発行数の約73％の行使が完了しており
ますが、行使時の株価が想定を下回ったことから、2024年12月までに調達した資金は当
初予定の2,932百万円に対して、1,528百万円に留まっております。当該資金は2024年12

月までに順次充当してまいりましたが、新規大型モバイルオンラインゲーム『EA 

SPORTS FC™ TACTICAL』のリリース時期が延期したほか、その他の新規大型モバイ
ルオンラインゲームの開発も並行して進んでおり、資金需要は継続して高い状況にある
ことから、改めて本新株予約権及び本社債の発行による資金調達を実施することといた
しました。 

 

３. 発行条件が合理的であると判断した根拠及びその具体的内容 

発行決議時プレスリリースの「１．募集の概要 ※本新株予約権に係る条件の決定を一定期間

経過後に行う理由」に記載のとおり、今般の発行においては、同時に「投資有価証券売却益及

び特別損失（投資有価証券評価損及び減損損失）の計上並びに2024年12月期通期連結業績予想

の修正に関するお知らせ」を公表しており、当該公表を受けての値動きを予測することは困難

であるといえます。当社は、かかる公表に伴う株価への影響を織り込むため、発行決議日時点

における本新株予約権の価値と条件決定日時点における本新株予約権の価値を算定し、高い方

の金額を踏まえて本新株予約権の発行価額を決定しました。 

上記に従って、当社は、発行決議日時点及び条件決定日時点の本新株予約権の価値を算定す

るため、本新株予約権発行要項及び新株予約権割当予定先との間で本新株予約権の募集に関す

る届出の効力発生をもって締結予定の本新株予約権に係る買取契約（以下「本買取契約」とい

います。）に定められた諸条件を考慮した本新株予約権の価値評価を第三者算定機関である株式

会社プルータス・コンサルティング(本社：東京都千代田区霞が関三丁目２番５号、代表者：野

口 真人)に依頼しました。当社は、本新株予約権発行要項及び本買取契約に定められる諸条件

を考慮し、一般的な価格算定モデルであるモンテカルロ・シミュレーションを基礎に、当該算

定機関が算定した結果を参考として、発行決議日時点の本新株予約権の１個の払込金額を算定

結果と同額の220円としました。また、株価変動等諸般の事情を考慮の上で2024年１月10日を

条件決定日とし、条件決定日時点において想定される本新株予約権１個あたりの払込金額を、

条件決定日時点における評価結果と同額の190円としました。その上で、両時点における払込

金額を比較し、より既存株主の利益に資する払込金額となるように、最終的に本新株予約権１

個あたりの払込金額を金220円と決定しました。当該算定機関は当社と顧問契約関係になく、

当社経営陣から一定程度独立していると認められるとともに、割当予定先から独立した立場で

評価を行っております。なお、当該算定機関は、当社普通株式の株価、当社普通株式の流動

性、配当利回り、無リスク利子率及び当社の資金調達需要等について一定の前提を置き、さら

に割当予定先の権利行使行動及び割当予定先の株式保有動向等についても一定の前提の下で行

使可能期間にわたって、一様に分散的な権利行使がなされることを仮定しております。当社

は、当該算定機関の算定結果を参考にしつつ、また、発行決議時プレスリリースの「２．募集

の目的及び理由 （２）資金調達方法の概要及び選択理由」に記載の事由を勘案し検討した結

果、上記の本新株予約権の払込金額の決定方法は既存株主の利益に配慮した合理的な方法であ

ると考えており、上記払込金額による本新株予約権の発行が有利発行に該当しないものと判断
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いたしました。 

なお、当社監査等委員会から、会社法上の職責に基づいて監査を行った結果以下の各点を確

認し、本新株予約権の発行条件が有利発行に該当しない旨の取締役会の判断については、法令

に違反しておらず適法であるという趣旨の意見を得ております。 

（ⅰ）本新株予約権の発行においては、新株予約権の発行実務及び価値評価に関する知識・

経験が必要であると考えられ、プルータス・コンサルティングがかかる専門知識・経験

を有すると認められること 

（ⅱ）プルータス・コンサルティングと当社との間に資本関係はなく、また、同社は当社の

会計監査を行っているものでもないので、当社との継続的な契約関係が存在せず、当社

経営陣から一定程度独立していると認められること 

（ⅲ）当社取締役がそのようなプルータス・コンサルティングに対して本新株予約権の価値

評価を依頼していること 

（ⅳ）プルータス・コンサルティングから当社実務担当者及び監査等委員会への具体的な説

明が行われた上で、評価報告書が提出されていること 

（ⅴ）本新株予約権の発行に係る決議を行った取締役会において、プルータス・コンサルテ

ィングの評価報告書を参考にしつつ当社実務担当者による具体的な説明を踏まえて検討

が行われていること 

（ⅵ）本新株予約権の発行プロセス及び発行条件についての考え方並びに新株予約権の発行

に係る実務慣行について、当社法律顧問から当社の実務担当者に対して説明が行われて

おり、かかる説明を踏まえた報告が実務担当者から本新株予約権の発行を担当する取締

役になされていること 
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（別紙） 

KLab 株式会社第 20 回新株予約権 

発行要項 

1．本新株予約権の名称 

KLab 株式会社第 20 回新株予約権（以下「本新株予約権」という｡） 

2．申込期間 

2025 年 1 月 30 日 

3．割当日 

2025 年 1 月 30 日 

4．払込期日 

2025 年 1 月 30 日 

5．募集の方法 

第三者割当の方法により、全ての本新株予約権をマッコーリー・バンク・リミテッドに割

り当てる。 

6．本新株予約権の目的である株式の種類及び数 

(1)本新株予約権の目的である株式の種類及び総数は、当社普通株式 11,890,000 株（本新株

予約権 1 個当たりの目的である株式の数（以下「割当株式数」という｡）は 100 株）とする。

但し、本項第(2)号乃至第(5)号により割当株式数が調整される場合には、本新株予約権の目

的である株式の総数は調整後割当株式数に応じて調整される。 

(2)当社が当社普通株式の分割、無償割当て又は併合（以下「株式分割等」と総称する。）を

行う場合には、割当株式数は次の算式により調整される。但し、調整の結果生じる 1 株未満

の端数は切り捨てる。 

調整後割当株式数＝調整前割当株式数×株式分割等の比率 

(3)当社が第 11 項の規定に従って行使価額（以下に定義する｡）の調整を行う場合（但し、

株式分割等を原因とする場合を除く。）には、割当株式数は次の算式により調整される。但

し、調整の結果生じる 1 株未満の端数は切り捨てる。なお、かかる算式における調整前行使

価額及び調整後行使価額は、第 11 項に定める調整前行使価額及び調整後行使価額とする。 
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調整後割当株式数 ＝ 
調整前割当株式数 × 調整前行使価額 

調整後行使価額 

 

(4)本項に基づく調整において、調整後割当株式数の適用開始日は、当該調整事由に係る第

11 項第(2)号、第(3)号及び第(6)号による行使価額の調整に関し、各号に定める調整後行使

価額を適用する日と同日とする。 

(5)割当株式数の調整を行うときは、当社は、調整後割当株式数の適用開始日の前日までに、

本新株予約権に係る新株予約権者（以下「本新株予約権者」という。）に対し、かかる調整

を行う旨及びその事由、調整前割当株式数、調整後割当株式数並びにその適用開始日その他

必要な事項を書面で通知する。但し、第 11 項第(2)号⑤に定める場合その他適用開始日の前

日までに上記通知を行うことができない場合には、適用開始日以降速やかにこれを行う。 

7．本新株予約権の総数 

118,900 個 

8．各本新株予約権の払込金額 

新株予約権 1 個当たり金 220 円 

9．本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額又は算定方法 

(1)各本新株予約権の行使に際して出資される財産は金銭とし、その価額は、行使価額に割

当株式数を乗じた額とする。 

(2)本新株予約権の行使に際して出資される当社普通株式 1 株当たりの金銭の額（以下「行

使価額」という｡）は、当初 154 円とする。但し、行使価額は第 10 項に定める修正及び第

11 項に定める調整を受ける。 

10．行使価額の修正 

(1)本項第(2)号を条件に、行使価額は、各修正日（以下に定義する。）の前取引日（以下に定

義する。但し、前取引日が当社普通株式に係る株主確定日（株式会社証券保管振替機構の株

式等の振替に関する業務規程第 144 条に定義する株主確定日をいう。）又は株式会社証券保

管振替機構において本新株予約権の行使請求を取り次ぎがない日に該当する場合は、それ

ぞれ株主確定日の 2 取引日前の日又は株式会社証券保管振替機構において本新株予約権の

行使請求の取り次ぎが行えた直近の取引日とする。）の東京証券取引所における当社普通株

式の普通取引の終値（同日に終値がない場合には、その直前の終値）の 92％に相当する金

額の 1 円未満の端数を切り捨てた金額に修正される。 
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「取引日」とは、東京証券取引所において売買立会が行われる日をいう。但し、東京証券

取引所において当社普通株式に関して何らかの種類の取引停止処分又は取引制限（一時的

な取引制限も含む。）があった場合には、当該日は「取引日」にあたらないものとする。 

「修正日」とは、各行使価額の修正につき、第 16 項第(1)号に定める本新株予約権の各行

使請求に係る通知を当社が受領した日（但し、最初に当該通知を受領した日を除く。）をい

う。 

(2)行使価額は 84 円（但し、第 11 項の規定に準じて調整を受ける。）（以下「下限行使価額」

という。）を下回らないものとする。本項第(1)号に基づく計算によると修正後の行使価額が

下限行使価額を下回ることとなる場合、修正後の行使価額は下限行使価額とする。 

11．行使価額の調整 

(1)当社は、本新株予約権の発行後、下記第(2)号に掲げる各事由により当社の発行済普通株

式の総数に変更が生じる場合又は変更が生じる可能性がある場合には、次に定める算式（以

下「新株発行等による行使価額調整式」という｡）をもって行使価額を調整する。 

 

 

調整後 

行使価額 

 

＝ 

 

 

調整前 

行使価額 

 

× 

既発行

株式数 
＋ 

新発行・処

分株式数 
× 

1 株当たりの

払込金額 

1 株当たりの時価 

既発行株式数 ＋ 新発行・処分株式数 

 

(2)新株発行等による行使価額調整式により行使価額の調整を行う場合及び調整後行使価額

の適用時期については、次に定めるところによる。 

①下記第(5)号②に定める時価を下回る払込金額をもって当社普通株式を新たに発行し、

又は当社の保有する当社普通株式を処分する場合（無償割当てによる場合を含む｡）（但し、

当社の役員及び従業員並びに当社子会社の役員及び従業員を対象とする譲渡制限付株式

報酬として株式を発行又は処分する場合、新株予約権（新株予約権付社債に付されたもの

を含む｡）の行使、取得請求権付株式又は取得条項付株式の取得、その他当社普通株式の

交付を請求できる権利の行使によって当社普通株式を交付する場合、及び会社分割、株式

交換、株式交付又は合併により当社普通株式を交付する場合を除く｡） 

調整後行使価額は、払込期日（募集に際して払込期間を定めた場合はその最終日とし、

無償割当ての場合はその効力発生日とする｡）以降、又はかかる発行若しくは処分につき

株主に割当てを受ける権利を与えるための基準日がある場合はその日の翌日以降これを

適用する。 

②株式の分割により普通株式を発行する場合 
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調整後行使価額は、株式の分割のための基準日の翌日以降これを適用する。なお、新株

発行等による行使価額調整式で使用する新発行・処分株式数は、株式の分割により増加す

る当社の普通株式数をいうものとする｡ 

③下記第(5)号②に定める時価を下回る払込金額をもって当社普通株式を交付する定めの

ある取得請求権付株式又は下記第(5)号②に定める時価を下回る払込金額をもって当社普

通株式の交付を請求できる新株予約権（新株予約権付社債に付されたものを含む｡）を発

行又は付与する場合（但し、当社の役員及び従業員並びに当社子会社の役員及び従業員を

対象とするストック・オプションを発行する場合を除く。） 

調整後行使価額は、取得請求権付株式の全部に係る取得請求権又は新株予約権の全部

が当初の条件で行使されたものとみなして新株発行等による行使価額調整式を適用して

算出するものとし、払込期日（新株予約権の場合は割当日）以降又は（無償割当ての場合

は）効力発生日以降これを適用する。但し、株主に割当てを受ける権利を与えるための基

準日がある場合には、その日の翌日以降これを適用する。 

④当社の発行した取得条項付株式又は取得条項付新株予約権（新株予約権付社債に付さ

れたものを含む｡）の取得と引換えに下記第(5)号②に定める時価を下回る価額をもって当

社普通株式を交付する場合 

調整後行使価額は、取得日の翌日以降これを適用する。 

上記にかかわらず、当該取得条項付株式又は取得条項付新株予約権（新株予約権付社債

に付されたものを含む｡）に関して、当該調整前に本号③による行使価額の調整が行われ

ている場合には、調整後行使価額は、当該調整を考慮して算出するものとする。 

⑤本号①乃至③の場合において、基準日が設定され、かつ、効力の発生が当該基準日以降

の株主総会、取締役会その他当社の機関の承認を条件としているときには、本号①乃至③

にかかわらず、調整後行使価額は、当該承認があった日の翌日以降これを適用する。この

場合において、当該基準日の翌日から当該承認があった日までに本新株予約権の行使請

求をした本新株予約権者に対しては、次の算出方法により、当社普通株式を追加的に交付

する。 

株式数 ＝ 

調整前 

行使価額 
－ 

調整後 

行使価額 
× 

調整前行使価額により 

当該期間内に交付された株式数 

調整後行使価額 

 

この場合、1 株未満の端数を生じたときはこれを切り捨てるものとする。 

(3)①当社は、本新株予約権の発行後、本号②に定める配当を実施する場合には、次に定め

る算式（以下「配当による行使価額調整式」といい、新株発行等による行使価額調整式と

併せて「行使価額調整式」という。）をもって行使価額を調整する。 
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調整後行使

価額 
＝ 調整前行使価額 × 

時価－1 株当たりの配当 

時価 

②「1 株当たりの配当」とは、第 12 項記載の本新株予約権を行使することができる期間

の末日までの間に到来する配当に係る各基準日につき、当社普通株式 1 株当たりの剰余

金の配当（会社法第 455 条第 2 項及び第 456 条の規定により支払う金銭も含む。金銭以

外の財産を配当財産とする剰余金の配当の場合には、かかる配当財産の簿価を配当の額

とする。）の額をいう。1 株当たりの配当の計算については、円位未満小数第 2 位まで算

出し、小数第 2 位を四捨五入する。 

③配当による行使価額の調整は、当該配当に係る基準日に係る会社法第454条又は第459

条に定める剰余金の配当決議が行われた日から 5 取引日目以降これを適用する。 

(4)行使価額調整式により算出された調整後行使価額と調整前行使価額との差額が 1 円未満

にとどまる場合は、行使価額の調整は行わない。但し、その後行使価額の調整を必要とする

事由が発生し、行使価額を調整する場合には、行使価額調整式中の調整前行使価額に代えて

調整前行使価額からこの差額を差し引いた額を使用する。 

(5)①行使価額調整式の計算については、円位未満小数第 2 位まで算出し、小数第 2 位を四

捨五入する。 

②行使価額調整式で使用する時価は、新株発行等による行使価額調整式の場合は調整後

行使価額が初めて適用される日（但し、本項第(2)号⑤の場合は基準日）又は配当による

行使価額調整式の場合は当該配当に係る基準日に先立つ 45 取引日目に始まる 30 連続取

引日の東京証券取引所における当社普通株式の普通取引の終値の平均値（終値のない日

数を除く｡）とする。この場合、平均値の計算は、円位未満小数第 2 位まで算出し、小数

第 2 位を四捨五入する。 

③新株発行等による行使価額調整式で使用する既発行株式数は、株主に割当てを受ける

権利を与えるための基準日がある場合はその日、また、かかる基準日がない場合は、調整

後行使価額を初めて適用する日の 1 か月前の日における当社の発行済普通株式の総数か

ら、当該日において当社の保有する当社普通株式を控除した数とする。また、上記第(2)

号②の場合には、新株発行等による行使価額調整式で使用する新発行・処分株式数は、基

準日において当社が有する当社普通株式に割り当てられる当社の普通株式数を含まない

ものとする｡ 

(6)上記第(2)号及び第(3)号の行使価額の調整を必要とする場合以外にも、次に掲げる場合に

は、当社は、本新株予約権者と協議のうえ、その承認を得て、必要な行使価額の調整を行う。 

①株式の併合、会社分割、株式交換、株式交付又は合併のために行使価額の調整を必要と

するとき。 
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②その他当社の普通株式数の変更又は変更の可能性が生じる事由の発生により行使価額

の調整を必要とするとき。 

③行使価額を調整すべき複数の事由が相接して発生し、一方の事由に基づく調整後の行

使価額の算出にあたり使用すべき時価につき、他方の事由による影響を考慮する必要が

あるとき。 

(7)行使価額の調整を行うとき（下限行使価額が調整されるときを含む。）は、当社は、調整

後行使価額の適用開始日の前日までに、本新株予約権者に対し、かかる調整を行う旨及びそ

の事由、調整前行使価額、調整後行使価額（調整後の下限行使価額を含む。）並びにその適

用開始日その他必要な事項を書面で通知する。但し、上記第(2)号⑤に定める場合その他適

用開始日の前日までに上記通知を行うことができない場合には、適用開始日以降速やかに

これを行う。 

12．本新株予約権を行使することができる期間 

2025 年 1 月 31 日から 2027 年 2 月 1 日までとする。 

13．その他の本新株予約権の行使の条件 

各本新株予約権の一部行使はできない。 

14．本新株予約権の取得 

(1)当社が発行した社債を本新株予約権者又はその関連会社が保有する期間を除き、当社は、

本新株予約権の取得が必要と当社取締役会が決議した場合は、本新株予約権の払込期日の

翌日以降、会社法第 273 条及び第 274 条の規定に従って 15 取引日前までに通知をしたう

えで、当社取締役会で定める取得日に、本新株予約権 1 個当たりその払込金額と同額で、本

新株予約権者（当社を除く。）の保有する本新株予約権の全部又は一部を取得することがで

きる。一部取得をする場合には、抽選その他の合理的な方法により行うものとする。本要項

の他のいかなる規定にもかかわらず、当社による本新株予約権者に対する本新株予約権の

取得の通知は、かかる取得に関して本新株予約権者が得たいかなる情報も、金融商品取引法

第 166 条第 2 項に定める未公表の重要事実を構成しないよう、当社が当該取得について開

示をしない限り効力を有しないものとする。 

(2)当社は、当社が合併（合併により当社が消滅する場合に限る。）をする場合、株式交換、

株式交付若しくは株式移転により他の会社の完全子会社となることにつき株主総会で承認

決議した場合又は東京証券取引所において当社の普通株式の上場廃止が決定された場合、

会社法第 273 条の規定に従って 15 取引日前までに通知をしたうえで、当社取締役会で定め

る取得日に、本新株予約権 1 個当たりその払込金額と同額で、本新株予約権者（当社を除

く｡）の保有する本新株予約権の全部を取得する。本要項の他のいかなる規定にもかかわら

ず、当社による本新株予約権者に対する本新株予約権の取得の通知は、かかる取得に関して
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本新株予約権者が得たいかなる情報も、金融商品取引法第 166 条第 2 項に定める未公表の

重要事実を構成しないよう、当社が当該取得について開示をしない限り効力を有しないも

のとする。 

(3)当社は、第 12 項記載の本新株予約権を行使することができる期間の末日（休業日である

場合には、その直前営業日とする。）に、本新株予約権 1 個当たり払込金額と同額で、本新

株予約権者（当社を除く｡）の保有する本新株予約権の全部を取得する。  

15．本新株予約権の行使により株式を発行する場合の増加する資本金及び資本準備金 

本新株予約権の行使により株式を発行する場合の増加する資本金の額は、会社計算規則

第 17 条の定めるところに従って算定された資本金等増加限度額に 0.5 を乗じた金額とし、

計算の結果 1 円未満の端数を生じる場合はその端数を切り上げた額とする。増加する資本

準備金の額は、資本金等増加限度額より増加する資本金の額を減じた額とする。 

16．本新株予約権の行使請求の方法 

(1)本新株予約権を行使する場合、第 12 項記載の本新株予約権を行使することができる期間

中に第 19項記載の行使請求受付場所に対し、行使請求に必要な事項を通知するものとする。 

(2)本新株予約権を行使する場合、前号の行使請求の通知に加えて、本新株予約権の行使に

際して出資される財産の価額の全額を、現金にて第 20 項に定める払込取扱場所の当社が指

定する口座に振り込むものとする。 

(3)本新株予約権の行使請求は、第 19 項記載の行使請求受付場所に対する行使請求に必要な

全部の事項の通知が行われ、かつ当該本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

の全額が前号に定める口座に入金された日に効力が発生する。 

17．新株予約権証券の不発行 

当社は、本新株予約権に関して、新株予約権証券を発行しない。 

18．本新株予約権の払込金額及びその行使に際して出資される財産の価額の算定理由 

本発行要項及び割当予定先との間で締結される買取契約に定められた諸条件を考慮し、

一般的な価格算定モデルであるモンテカルロ・シミュレーションを基礎として、当社の株価、

当社普通株式の流動性及び株価変動性（ボラティリティ）、当社に付与されたコール・オプ

ション、割当予定先の権利行使行動及び割当予定先の株式保有動向等について一定の前提

を置いて第三者算定機関が評価した結果を参考に、本新株予約権 1 個の払込金額を第 8 項

記載の通りとした。さらに、本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は第 9 項

に記載の通りとした。 
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19．行使請求受付場所 

三井住友信託銀行株式会社 証券代行部 

20．払込取扱場所 

株式会社みずほ銀行 麻布支店 

21．社債、株式等の振替に関する法律の適用等 

 

本新株予約権は、社債、株式等の振替に関する法律に定める振替新株予約権とし、その全

部について同法の規定の適用を受ける。また、本新株予約権の取扱いについては、株式会社

証券保管振替機構の定める株式等の振替に関する業務規程、同施行規則その他の規則に従

う。 

22．振替機関の名称及び住所 

 

株式会社証券保管振替機構 

東京都中央区日本橋兜町 7 番 1 号 

23．その他 

(1)上記各項については、金融商品取引法による届出の効力発生を条件とする。 

(2)その他本新株予約権発行に関し必要な事項は、当社代表取締役社長に一任する。 

以上 

 


